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 写真は昨年11月の部分日食の日に撮影した満月です。ご覧のように月には
「海」と呼ばれる黒っぽい部分があり、日本では「うさぎが餅をついている」
姿といわれます。お隣の韓国でもうさぎは餅をついていますが、中国では「不
老不死の薬を挽いている」と捉えているそうです。３国に共通しているのは月
の模様がうさぎに見えているということですが、これはインドのジャータカ神
話が、中国、韓国、日本へと伝わったからだと言われています。

月は地球に対してほぼ同じ面を向けて回っているので、世界中どこで見ても同じ模様を見ています。ただし、地球が
球体であるため、例えば東から登ってくる月を見ると緯度により模様の傾きが異なって見えます。（日本はうさぎの耳を
上にして登ってきますが、北へ行くほどうさぎは時計回りに傾き、前のめりになります。逆に南に行くと反時計回りに
傾いて、南半球のオーストラリアなどでは足の方が高い姿勢に見えます。)

見やすい時刻の月の模様の向きやその国(地域)の文化等により、捉え方も様々になったようです。

答え　①女性の横顔　②大きなはさみのカニ　③本を読むおばあさん　④ワニ　⑤吠えるライオン

　世界の各地域では、下の図①
～⑤のように見ているそうです。
では、それぞれ何に見えている
図でしょうか。

（答えはこのページの下です）

～～ ジャータカ神話（あらすじ） ～～
　昔、あるところにウサギとキツネとサルがおりました。ある日、疲れ果てて食
べ物を乞う老人に出会い、３匹は老人のために食べ物を集めました。サルは木の
実、キツネは魚をとってきましたが、ウサギは一生懸命頑張っても、何も持って
いくものがありません。悩んだウサギは、「私を食べてください」と言って火の中
に飛び込み、自分の身を老人に捧げました。実は、その老人とは、３匹の行いを
試そうとした帝釈天という神様。帝釈天は、そんなウサギを哀れみ、月の中に甦
らせて、皆の手本にしたのです。

①東ヨーロッパ ②南ヨーロッパ ③北ヨーロッパと北米 ④南米 �⑤アラビア

～月の模様～

５月の星空
○星図の説明
　15日午後９時の星空です。
　�月初めの午後10時頃、月末の午後８時頃
　にも同じ星空になります（｢月｣を除く）。
　※16日が満月です。

天文学の扉を開こう
５月の夜空
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わが家わが家
のの

※わが家のアイドル（６カ月～４歳未満）を常時募集しています。掲載を希望される保護者の方は
、役場地域振興課へお電話をください。お待ちしています。(*^_^*)　☎0279-26-7944（直通）

※ わが家のアイドル（６ヶ月～４歳未満）を常時募集しています。掲載
を希望される保護者の方は、役場地域振興課へどんどんお電話を
ください。お待ちしています。(*^_^*)　　 ☎63-2111（内線41）

　わたしの名前は「えら」です。パパと
ママがつけてくれました。
　わたしはやんちゃで少しドジな所もあ
るけれど、弟思いで優しいおねえちゃん
です。時には甘えたくなって、寝るとき
はママじゃないとねんねができないくら
いママが必要不可欠。パパっ子モードの
ときは、パパにべったり。離れると寂し
くて泣いちゃうんだ。それくらい家族み
んなのことがだーいすき！
　好きな食べ物は、バナナと焼きイモと
ラーメン。ごはんよりも麺がお気に入り！
　好きな遊びは、シール遊びとすべり台
とおままごとです！

★みんなを笑顔にさせてくれてありがと
う。健康で元気あふれる優しい女の子に
育ってね！

新　田　櫻井　永艶さん（２歳）
　ぼくの名前は「あさひ」です。朝日は
必ず昇るように、志高く向上心を持って
太陽の様に明るく元気に生きていってほ
しいという願いを込めて、両親が名付け
てくれました。
　ぼくの大好物は、ひいおじいちゃんが
作るとっても美味しい乾燥芋です。
　ほかにも、車のおもちゃで遊んだりし
て過ごしています。
　のりものが大好きで、その中でも特に
軽トラックが１番のお気に入りです！
　お外では農作業用の一輪車を押したり、
庭のお稲荷さんにお参りすることもあり
ます。

★親子４代で賑やかに生活しています。

　原　　中山　朝陽さん（２歳）

ムミ ュ ー ジ ア

ト ルリ

『こいのぼりとかぶとを作り
ました！』

いしざか　ゆうせい　さん
「大きくなったら、「運転手」になりたい
です！」

すだ　かお　さん
「大きくなったら、「看護師」になりたい
です！」
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家の近くの好きな風景


